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参考資料２ 

フォニックスについて 

 

（１）フォニックスとは 

 フォニックスとは、発音と文字の関係性を学ぶ音声学習法。英語圏の子ども

に読み書きを教えるために開発されたものです。 

 アルファベット毎の発音を先に学ぶことで、知らない単語でも耳で聞いただ

けでスペリングが分かり、正しく書くことができるようになるとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年８月１９日（金）令和４年度第１回南相馬市総合教育会議 

 

2 

 

参考資料２ 

（２）実施方法 

 フォニックスは、教材（㈱mpi 松香フォニックス「SWITCH ON！」（クラウド

型））を使用して行います。 

  

 〇「SWITCH ON！」の概要 

  ・「SWICH ON」は大阪府教育委員会と㈱松香フォニックスが共同で開発し 

た小学校モジュール（短時間）学習に対応したフォニックス学習教材で、 

大阪府を初め全国 700校で導入されている。 

  ・主にモジュール（１０分～１５分程度）に対応した動画教材になってお 

り、電子黒板やタブレットを使用して、動画を視聴しながら行う。 

・各モジュール全てにシナリオがついているため、教員はファシリテータ 

ーとしての役割でシナリオを参考にしながら進める。 

・インプットを軸に、多くの「英語の音」に触れ、積み重ねていくことで 

児童が楽しみながら自然に体得していく、ラウンド方式で学びを進めて 

いく。 

  ・学習の進度に応じ、Grade１～６まであり、初めて学習する場合は高学年 

でも Grade１が推奨。１年間で１グレードが目安となるため、小学校１年 

生で Grade１からスタートすると卒業時に Grade６まで全 Gradeが終了す 

るイメージ。 

  ・「SWITCH ON！」には、１グレードに週３回（年１０５回）分の動画教材 

   が入っているが、週２回、週１回でも実施可能。（その場合の教材の使い 

方も示されている） 
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